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知床世界自然遺産�

ユネスコ・IUCN�
知床を再評価�

　平成17年７月に世界自然遺産に登録された知床。日本政府はその登録の際に、海洋生態
系保全のための海域管理計画の策定や、サケ科魚類の遡上を阻害する河川工作物への改良

等の取り組みを求められていました。�

　このたび、これらの取り組みについて評価するため、国連教育科学文化機関（ユネスコ）

と国際自然保護連合（IUCN）による合同現地調査が２月19日∏から22日ªの日程で行われ、

ユネスコ世界遺産センター次長キショール・ラオとＩＵＣＮ保護地域事業部長デビッド・

シェパードの両氏が知床を訪れました。�
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二
月
十
九
日
、
羅
臼
町
に
入
っ

た
一
行
は
、
北
海
道
・
斜
里
町
・

羅
臼
町
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
「
知
床
い
ぶ
き
樽
」
の
演
奏

を
鑑
賞
す
る
な
ど
、
地
元
か
ら
暖

か
い
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

二
十
日
か
ら
本
格
的
な
調
査
が

始
ま
り
、
海
域
管
理
計
画
の
説
明

と
漁
業
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
翌
二
十
一
日
に
は
、
河
川
工

作
物
等
の
取
組
状
況
の
説
明
と
意

見
交
換
及
び
改
良
が
行
わ
れ
た
イ

ワ
ウ
ベ
ツ
川
の
治
山
ダ
ム
な
ど
の

現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
の
二
十
二
日
に

は
、
斜
里
町
、
羅
臼
町
等
の
地
元

団
体
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

知
床
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
様
々

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
熱
い
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

河
川
工
作
物
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
は
、
河
川
工
作

物
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
＝
Ｗ

Ｇ
）
座
長
の
中
村
太
士
北
海
道
大

学
大
学
院
教
授
か
ら
、
同
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
三
年
間
に
わ
た
り
、

治
山
ダ
ム
等
の
河
川
工
作
物
が
サ

ケ
科
魚
類
に
及
ぼ
す
影
響
と
改
良

に
伴
う
防
災
面
等
へ
の
影
響
に
つ

い
て
の
科
学
的
な
検
討
を
行
い
、

十
三
基
の
河
川
工
作
物
を
改
良
す

る
こ
と
が
適
当
と
評
価
し
た
こ

と
、
こ
の
う
ち
七
基
の
改

良
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
求
め
ら
れ
た
課
題

に
対
し
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
旨
の
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
団
は
、
個
別
的
な

課
題
は
残
る
が
、
日
本
側

の
こ
れ
ま
で
の
迅
速
な
取

り
組
み
を
高
く
評
価
し
て

お
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受

け
止
め
て
い
る
と
の
好
意

的
な
コ
メ
ン
ト
を
残
し

て
、
知
床
を
離
れ
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
度
の
調
査

の
正
式
な
評
価
結
果
は
、

今
年
七
月
に
カ
ナ
ダ
の
ケ

ベ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
第

三
十
二
回
世
界
遺
産
委
員

会
で
報
告
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
保
全
調
整
課
）

調査団のシェパード氏（左）とラオ氏

治山ダムの改良個所での説明を受ける両氏

ダムの状況調査

ＷＧの取り組み状況説明



国有林モニター会議�
開�催�

北海道森林管理局では、国有林の役割や現状につい
て道民の皆様に理解していただくとともに、国有林
野の管理経営に皆様の声を反映させることを目的と
して、「国有林モニター会議」を開催しています。�

現地視察では藻岩山国有林の管理経営についての意見交換を行いました 
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北
海
道
森
林
管
理

局
で
は
今
年
度
、
四

十
八
名
の
み
な
さ
ん

に
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

を
依
頼
、
昨
秋
に
は

北
海
道
国
有
林
の
事

業
現
場
の
視
察
ツ
ア

ー
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
じ
多
く

の
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し

た
。二

月
八
日
（
金
）

に
は
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
会
議
を
開
催
し
、

全
道
各
地
か
ら
二
十

三
名
の
モ
ニ
タ
ー
の

み
な
さ
ん
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
、
午
前
中

に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と

雪
上
車
を
乗
り
継
ぎ
、
そ
の
一
部

が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
藻
岩
山
国
有
林
（
札
幌
市
）
を

視
察
。
午
後
か
ら
は
、
森
林
管
理

局
の
大
会
議
室
で
会
議
を
行
い
、

局
長
を
は
じ
め
と
す
る
局
幹
部
と

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
と
の
間
で

活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

席
上
で
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重

な
ご
意
見
等
は
、
今
後
の
国
有
林

野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
期
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
は
三

月
末
で
任
期
終
了
と
な
り
ま
す

が
、モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
は
、

引
き
続
き
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
森

林
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

一
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
業
務
調
整
課
）

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
前
年
度
に
発
注
し
た
工
事
を

対
象
と
し
て
構
造
物
の
仕
上
が
り

状
況
、
施
工
管
理
及
び
工
事
を
通

じ
た
自
然
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
を

総
合
的
に
評
価
し
、
優
れ
た
工
事

を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局

管
内
に
お
い
て
、
優
秀
工
事
と
し

て
林
野
庁
長
官
賞
を
清
見
の
沢
治

山
工
事
（
日
高
北
部
署
管
内
）
ほ

か
八
件
に
、
優
良
工
事
と
し
て
北

海
道
森
林
管
理
局
長
賞
を
三
和
林

道
外
１
路
線
災
害
復
旧
工
事
（
日

高
南
部
署
管
内
）
ほ
か
二
十
一
件

に
お
贈
り
し
ま
し
た
。

部
門
別
の
受
賞
者
等
詳
細
は
当

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
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○
表
彰
式
日
程

札
幌
地
区
（
二
月
十
四
日
）

旭
川
地
区
（
三
月
二
十
四
日
）

北
見
地
区
（
二
月
二
十
一
日
）

帯
広
地
区
（
二
月
十
八
日
）

函
館
地
区
（
二
月
十
五
日
）

（
森
林
整
備
第
二
課
・
治
山
課
）

局長室で行われた札幌地区の表彰式

札幌地区の受賞者のみなさん

優 れ た �

施 工 技 術 を

た た え て �

優 れ た �

施 工 技 術 を

た た え て �
平成19年度�

治山・林道工事�
コンクール�

会議での活発な意見交換

雪上車で藻岩山国有林の視察へ

藻岩山山頂にて



目
印
の
ナ
ン
バ
ー
テ
ー
プ
を
ガ
ン

タ
ッ
カ
ー
で
打
ち
付
け
た
り
、
の

こ
ぎ
り
で
ツ
ル
を
切
っ
た
り
と
、

み
ん
な
大
活
躍
で
し
た
。

帰
路
で
も
子
ど
も
た
ち
は
疲
れ

も
見
せ
ず
、
雪
を
か
き
わ
け
全
速

力
！
な
か
に
は
雪
の
中
へ
思
い
っ

き
り
ダ
イ
ブ
す
る
姿
も
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
森
林

教
室
に
な
り
ま
し
た
。

（
渡
部
　
業
務
課
長
）

「
紙
す
き
」
か
ら
学
ぶ

木
と
紙
の
関
係

【
東
大
雪
支
署
】
一
月
二
十
九
日

（
火
）、
新
得
町
立
富
村
牛
（
と
む

ら
う
し
）
小
中
学
校
の
十
七
名
の

み
な
さ
ん
と「
紙
す
き
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
の
「
ト
ム
ラ
ウ

シ
少
年
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
」
活
動

の
一
環
で
、
木
と
紙
の
関
係
に
つ

い
て
考
え
、
木
の
大
切
さ
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
い
う

も
の
で
、
当
日
は
紙
に
関
す
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利

用
し
た
紙
す
き
実
習
を
行
い
ま
し

た
。

紙
す
き
で
は
、
パ
ル

プ
液
を
木
枠
に
流
し
込

み
、
色
紙
や
花
び
ら
な

ど
を
用
い
た
ハ
ガ
キ
を

作
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
パ

ル
プ
液
の
量
や
色
紙
の

配
置
な
ど
工
夫
し
な
が

ら
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
作
品
づ
く
り

を
楽
し
み
、
出
来
上
が

っ
た
も
の
を
並
べ
「
こ

の
作
品
か
わ
い
い
！
」

な
ど
と
、
に
ぎ
や
か
に

品
評
し
あ
い
、「
ぜ
ひ
、

ま
た
や
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
赤
坂
　
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

木の太さを測って、ナンバ
ーテープつける未来の森林
官？

さぁ、うまくできるかな？

じゃ～ん、これがガンタッ
カーとナンバーテープだよ

森の地図って色々なことが
載ってるね。おじさ～ん、
ここはどの辺？

わ
ん
ぱ
く
の
森
で

森
林
官
ご
っ
こ

【
北
空
知
支
署
】
二
月
二
十
六
日

（
火
）、
幌
加
内
町
立
朱
鞠
内
小

学
校
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど

も
た
ち
と
同
小
学
校
遊
々
の
森

「
わ
ん
ぱ
く
の
森
」
で
、
森
の
仕

事
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

「
今
日
は
、
森
の
中
で
の
仕

事
を
み
ん
な
に
体
験
し
て
も
ら

い
ま
〜
す
」
と
の
講
師
の
声
に
、

「
よ
〜
し
、
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と

早
速
森
の
中
へ
。
し
か
し
、
雪

は
思
っ
て
い
た
よ
り
ず
〜
っ
と

深
く
、
み
ん
な
腰
ま
で

ず
っ
ぽ
り
は
ま
っ
て
悪

戦
苦
闘
。
で
も
、
さ
す

が
雪
国
の
子
ど
も
た
ち
、

う
ま
く
乗
り
越
え
ま
し

た
。森

の
中
で
は
、
樹
木

の
太
さ
を
輪
尺
で
測
っ

た
り
、「
あ
っ
、
ト
ド
マ

ツ
だ
！
」、「
ど
ん
ぐ
り

の
木
は
ナ
ラ
だ
よ
〜
！
」

と
、
元
気
な
声
を
上
げ

た
り
。「
な
ん
の
木
か
わ

か
ら
な
い
か
ら
葉
っ
ぱ

を
探
そ
う
！
」
な
ん
て

声
も
。
ま
た
、
森
の
地

図
を
見
て
今
い
る
場
所

を
確
認
し
た
り
、
木
に

4



5

「
ヤ
チ
ダ
モ
40
！
」

大
き
な
声
で
森
林
調
査

【
空
知
署
】
二
月
八
日
（
金
）、
岩

見
沢
市
立
北
村
小
学
校
の
五
年
生

の
み
な
さ
ん
と
同
小
学
校
の
学
校

林
で
森
林
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
地
区
に
は
山
が

な
く
、
広
大
な
田
畑
に

囲
ま
れ
た
中
に
あ
る
学

校
林
は
ま
る
で
オ
ア
シ

ス
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。
ま
た
、
林
内
は
樹

種
も
豊
富
で
、
学
習
の

場
に
は
最
適
で
す
。

今
回
は
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
森
林
管
理

署
の
林
業
器
具
、
輪
尺
、

測
高
器
を
持
ち
込
み
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
西
洋

か
ん
じ
き
）
を
履
い
て
、

冬
の
森
林
調
査
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
初
め
て
手
に
す
る

道
具
に
興
味
津
々
で
、
こ
れ
ら
の

使
い
方
を
習
い
な
が
ら
測
樹
に
取

り
組
み
、「
ヤ
チ
ダ
モ
（
太
さ
）

四
〇
m
！
、（
高
さ
）
十
八
r
！
」

な
ど
と
大
き
な
声
が
林
内
に
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
室
に
戻
り
、
調
査

デ
ー
タ
を
元
に「
立
木
幹
材
積
表
」

を
使
っ
て
木
々
の
材
積
を
算
出

し
、
調
査
前
に
み
ん
な
で
予
想
し

て
い
た
も
の
と
比
較
し
、
発
表
し

あ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
雪
の
上
を
歩

く
の
は
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
」、

「
樹
木
の
は
か
り
方
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
も
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

当
署
で
は
、
引
き
続
き
同
小
学

校
と
連
携
し
た
樹
名
板
設
置
、
学

校
林
図
鑑
の
作
製
、
森
林
環
境
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な
ど
を
考

え
て
お
り
、
さ
ら
に
楽
し
い
森
林

教
室
を
展
開
し
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
金
澤
　
流
域
管
理
調
整
官
）

工
夫
し
て
作
っ
た
弓

百
発
百
中
？
？

【
網
走
西
部
署
】
一
月
三
十
一
日

（
木
）、
遠
軽
町
立
遠
軽
南
小
学
校

二
年
生
の
み
な
さ
ん
と
ヤ
ナ
ギ
と

ヨ
モ
ギ
を
使
っ
た「
弓
矢
づ
く
り
」

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
語
の
授
業
で
「
お

も
ち
ゃ
大
会
を
ひ
ら
こ
う
」
と
い

う
単
元
が
あ
り
、
身
近
な
材
料
を

使
っ
た
お
も
ち
ゃ
作
り
を
体
験
す

る
中
か
ら
、
そ
の
作
り
方
や
遊
び

方
を
順
序
よ
く
話
す
力
を
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
森
林

管
理
署
職
員
と
ま
ち
の
森
林
博
士

八
名
が
先
生
役
を
務
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
博
士
た
ち
と
一
緒

に
苦
労
し
な
が
ら
ヤ
ナ
ギ
の
木
を

曲
げ
、凧
糸
を
張
っ
て
弓
を
作
り
、

矢
に
使
う
ヨ
モ
ギ
は
太
い
方
を
頭

に
し
て
糸
に
あ
た
る
所
は
割
れ
な

い
よ
う
に
セ
ロ
テ
ー
プ
を
巻
き
補

強
し
ま
し
た
。完

成
後
は
、
早
速
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
飛
び
出
し

て
的
当
て
大
会
開
始
で

す
。
最
初
は
な
か
な
か

う
ま
く
矢
を
放
て
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
コ
ツ
を
つ
か
み
真
ん

中
に
命
中
す
る
と
歓
声

が
わ
き
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
今
回

の
体
験
か
ら
ど
ん
な
風

に
話
す
力
を
つ
け
た
の

か
楽
し
み
で
す
。

（
辻
　
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

これはどうやって使うの？

ワイゼ式測高器で木の高さ測ってます

調査結果とりまとめ中

まとまったら発表しよう

まちの森林博士の話に興味津々



の
島
の
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
い

つ
ま
で
も
残
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
日
高
の
国
有
林

が
広
く
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
続
け

る
よ
う
、
温
暖
化
防
止
、
生
物
多

様
性
の
保
全
、
森
林
の
美
し
さ
な

ど
を
伝
え
つ
つ
、
森
林
の
整
備
や

山
地
災
害
の
防
止
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

6

我
が
署
は
、
沙
流

さ

る

川
の
上
流
、

日
高
山
脈
北
部
の
山
あ
い
の
日
高

町
日
高
地
区
（
旧
日
高
町
）
に
位

置
し
、
町
の
周
囲
に
は
「
樹
海
」

と
称
さ
れ
る
森
林
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

当
地
に
赴
任
し
て
間
も
な
く
一

年
が
経
ち
ま
す
が
、
周
り
の
風
景

や
森
林
、
草
花
、
野
鳥
な
ど
の
自

然
の
姿
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
く

様
は
、
な
か
な
か
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
で
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間

の
一
年
で
し
た
。

国
有
林
は
、
日
高
地
区
か
ら
平

取
町
に
か
け
て
、
日
高
山
脈
の
稜

線
か
ら
市
街
の
ほ
ど
近
く
ま
で
広

が
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
林
業
・

林
産
業
、
鉱
工
業
な
ど
を
通
じ
地

域
の
人
々
の
身
近
な
存
在
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
日
高
山
脈
登
山
、

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

特
に
日
高
地
区
の
国
有
林
内
に

は
、
国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家

や
日
高
国
際
ス
キ
ー
場
な
ど
の
施

設
、
町
内
に
は
博
物
館
日
高
山
脈

館
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
利
用

者
や
地
元
小
中
学
校
な
ど
青
少
年

の
自
然
学
習
の
場
と
し
て
も
国
有

林
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
地
元
の
日
高
小
学
校
と

沖
縄
県
伊
是
名

い

ぜ

な

島
に
あ
る
伊
是
名

小
学
校
と
の
間
で
交
流
会
が
行
わ

れ
、
日
高
国
際
ス
キ
ー
場
で
は
、

ス
キ
ー
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
も
地
域
住
民
と
し
て
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
南
の
島

の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
合
う
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
見
る

雪
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
な
か

な
か
思
い
通
り
に
い
か
な
い
ス
キ

ー
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。

そ
れ
で
も
見
る
見
る
う
ち
に
ス

キ
ー
に
も
慣
れ
、
ま
っ
白
に
輝
く

夕
張
岳
、
落
葉
し
た
冬
枯
れ
の
森

の
様
子
、
雪
の
上
に
続
く
野
ウ
サ

ギ
や
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
足
跡
な
ど
を

興
味
深
げ
に
観
察
す
る
余
裕
も
で

き
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
よ

う
で
し
た
。

こ
の
北
の
森
で
の
体
験
は
、
南

署�長�

雑�感�

安
　
永
　
正
　
治�

安
　
永
　
正
　
治�

安
　
永
　
正
　
治�
日
高
北
部
森
林
管
理
署
長�

日高小学校環境調査隊

沖縄と日高の交流・伊是名島小学生スキー学習

【空知署】冬の夜にほ
のかな彩りを添えるア
イスキャンドル。
厳しい寒さの中、道

行くみなさんの心をホ
ッと温め、喜んでもら
えたら…。
そんな思いから、当

署では寒の入りからア
イスキャンドルを製作し、夕暮れから灯しています。
庁舎の前で氷の中に揺らぐ小さな炎は、ウッディーなエ

ントランスの魅力を増すとともに、足を止め寒さにすくめ
た肩をホッと下ろす人たちの影も映し出しています。
これからも、地域のみなさんに喜んでもらえる催しを考

えていきたいと思っています。
（杉尾　森林ふれあい係長）



【
石
狩
署
】
二
月
二
十
二
日
（
金
）、

北
海
道
大
学
農
学
部
森
林
科
学
科

と
石
狩
森
林
管
理
署
が
、「
千
歳

国
有
林
森
林
再
生
等
の
調
査
研
究

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
平
成
十
六
年
の
台
風

18
号
に
よ
る
甚
大
な
風
倒
被
害
を

受
け
た
支
笏
湖
周
辺
国
有
林
の
森

林
再
生
に
向
け
、
①
自
然
力
に
よ

る
森
林
再
生
、
②
観
察
・
調
査
研

究
の
場
の
設
定
、
③
早
期
復
興
・

森
林
再
生
（
被
害
木
の
処
理
及
び

跡
地
の
造
林
）
と
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
そ
の
推
移
に
つ
い
て
調
査

を
行
う
も
の
で
、
協
定
期
間
は
五

年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
大
は
こ
れ
ま
で
も
国
有
林
を

視
察
に
訪
れ
て
お
り
、
数
回
の
現

地
踏
査
と
打
合
せ
を
重
ね
こ
の
た

び
の
協
定
と
な
っ
た
も
の
で
、
今

後
、
プ
ロ
ッ
ト
を
設
定
し
、
計
画

的
、
継
続
的
な
調
査
研
究
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
署
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提

供
に
加
え
、
調
査
研
究
の
成
果
を

国
有
林
野
の
事
業
実
行
に
も
反
映

す
る
な
ど
、
相
互
の
協
力
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。（

杉
村
　
流
域
管
理
調
整
官
）

7

森林技術センター�森林技術センター�森林技術センター�Report
士別市にある北海道森林管理局「森林技術センター」は、
豊かな北の森林資源を未来へと引き継ぐために、国有林
をフィールドとして森林・林業についての技術開発や普
及活動を行っています。�

～森林技術講座開催～�

２月５日（火）に森林技術センターにおい
て、森林技術講座「森林の働きを知っていま
すか？」を開催しました。
これは、地球温暖化防止をはじめとする森

林の公益的機能や当センターの業務を紹介し、
森林の大切さへの理解を深めてもらうことを
目的に行ったもので、林業サークルや一般市
民のみなさん18名が参加しました。
当日は、松本所長が講師を務め、森林が二酸
化炭素を吸収して酸素を供給していること、
木材の供給や水を蓄える天然のダムとしての
機能を果たしていることなどを、プロジェク

ターでアニメーションを活用し、わかりやすく解説しました。
さらに、森林は人間が生きていく上で重要な役割を果たしているが、世界的な森林破壊で大気汚染や

山崩れなどが発生し、地球上の動植物に大きなダメージを与えていることを伝え、森林を守り育てる重
要性を理解してもらいました。
また、「自然に触れてみよう」をテーマに小鳥のペーパークラフトづくりも楽しんでもらい、大変好評

でした。 （藤岡　副所長）

風倒被害跡地�
自然再生モニタリング�

北�大�と�協�定�

千�歳�国�有�林�

風倒被害跡地�
自然再生モニタリング�

甚大な台風被害を受けた
支笏湖周辺国有林が協定対象地

協定書を交わす北大森林科学科 森本講師
（右）と石狩森林管理署長
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二
月
十
四
日
（
木
）、
韓
国
光

州
広
域
市
の
国
立
全
南
大
学
か

ら
、
森
林
政
策
学
研
究
者
の
安
起

完
（
ア
ン
・
キ
ワ
ン
）
准
教
授
と

学
生
七
名
が
野
幌
森
林
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
視
察
に
訪
れ
ま
し

た
。安

准
教
授
に
よ
る
と
、
韓
国
の

森
林
政
策
は
、
単
な
る
木
材
資
源

管
理
か
ら
多
面
的
機
能
全
般
へ
移

り
つ
つ
あ
り
、
北
海
道
の
森
林
政

策
、
木
育
、
森
林
療
法
等
が
非
常

に
参
考
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
今

回
は
道
庁
や
道
立
林
産
試
験
場
等

も
訪
問
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
野
幌
森
林
公
園
入
口

に
あ
る
自
然
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で

野
幌
の
森
と
自
然
に
つ
い
て
、
交

流
館
職
員
と
連
携
し
て
講
義
を
行

い
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
特
に
森

林
再
生
活
動
の
経
緯
や
市
民
参
加

等
の
現
状
を
詳
し
く
説
明
し
ま
し

た
。
森
林
内
の
散
策
は
吹
雪
の
た

め
に
残
念
な
が
ら
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
行
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
形
成
か
ら
実
施
、
評
価
に

至
る
ま
で
多
く
の
市
民
や
学
識
者

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
強
い
印

象
を
受
け
た
よ
う
で
し
た
。

（
荻
原
　
所
長
）

二
月
二
十
六
日
（
火
）、「
オ
ホ

ー
ツ
ク
み
ど
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
第
二
回
全
体
会
議
が
網
走
総
合

庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー

は
ポ
ス
タ
ー
展
示
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

同
ネ
ッ
ト
は
、
う
る
お
い
と
や

す
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
「
み
ど
り
」

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
活
動
を
促

進
し
て
い
く
た
め
に
組
織
さ
れ
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
森
の
案
内
友
の
会
、

み
ど
り
人
材
の
登
録
者
や
関
係
行

政
機
関
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。当

日
は
、
清
里
町
か
ら
「
花
と

緑
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」、
網
走
支
庁
か
ら
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
流
氷
ト
ラ
ス
ト
運
動
」
に
つ
い

て
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
特
に
、

清
里
町
の
農
民
の
方
々
が
土
地
を

提
供
し
、
コ
ス
モ
ス
を
植
栽
し
、

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
造
る
活
動
が

印
象
的
で
し
た
。

同
会
議
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
代

表
す
る
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
り
、当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、

今
後
さ
ら
に
団
体
間
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
角
度

か
ら
積
極
的
に
国
有
林
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
栄
　
自
然
再
生
指
導
官
）

　森林環境保全ふれあいセンターは、国

有林をフィールドとした自然再生や生物

多様性の保全、森林環境教育などの活動

を支援しています。�

石狩地域�

常呂川�釧路湿原�

駒ヶ岳・大沼�

↑野幌プロジェクトに
ついての講義を行いま
した

←森林政策を学んでい
る全南大学のみなさん
と

韓国全南大学�韓国全南大学�

石狩地域森林環境保全�
ふれあいセンター�

一
年
間
の
活
動
を
ポ
ス
タ
ー
で
発
表

みどりを次世代に�みどりを次世代に�

常呂川森林環境保全�
ふれあいセンター�



9

二
月
二
十
三

日
（
土
）、
雷

別
ド
ン
グ
リ
倶

楽
部
の
み
な
さ

ん
と
、「
ど
ん

ぐ
り
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
今
年

度
最
後
の
活
動

と
な
る
こ
と
か

ら
、
今
期
の
活

動
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
春
か

ら
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
打
合

せ
を
行
い
ま
し

た
。今

年
度
は
、

七
月
か
ら
倶
楽

部
の
活
動
を
始

め
、
雷
別
自
然

再
生
学
習
会
へ

の
二
回
の
参

加
、
雷
別
産
広

葉
樹
の
種
蒔
き

や
苗
木
の
移

植
、
雷
別
の
草

花
・
広
葉
樹
種

子
の
結
実
調
査

な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、「
雷
別
で
の
冬
の
活
動
も
企

画
で
き
な
い
か
」、「
倶
楽
部
の
活

動
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
け

る
よ
う
な
展
開
は
で
き
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
来
年
度

の
活
動
を
企
画
す
る
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
勉
強
会
に
移
り
、
雷
別

に
自
生
す
る
ミ
ズ
ナ
ラ
や
カ
シ
ワ

等
の
広
葉
樹
と
サ
ル
ナ
シ
や
ミ
ヤ

マ
マ
タ
タ
ビ
等
の
つ
る
性
木
本
の

冬
芽
や
基
本
的
な
用
語
な
ど
を
学

習
し
た
後
、
用
意
し
て
お
い
た
冬

芽
を
検
索
表
に
基
づ
い
て
同
定
し

ま
し
た
。

倶
楽
部
の
み
な
さ
ん
は
、
日
頃

か
ら
森
林
に
は
よ
く
出
か
け
て
い

ま
す
が
、
じ
っ
く
り
と
冬
芽
を
見

る
の
も
、
冬
芽
で
樹
種
を
同
定
す

る
の
も
初
め
て
で
、
夢
中
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
樹
皮
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ

ュ
」も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
紙
を
岩
や
木
等
の
自
然

物
の
表
面
に
当
て
、
上
か
ら
鉛

筆
・
木
炭
な
ど
で
こ
す
っ
て
絵
画

的
効
果
を
得
る
も
の
で
す
。

完
成
後
は
、
み
な
さ
ん
上
手
に

で
き
た
紋
様
を
見
な
が
ら
、「
絵

は
が
き
に
利
用
し
て
み
た
い
」、

「
葉
っ
ぱ
の
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
も

お
も
し
ろ
そ
う
」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
来
年
度
も
雷
別
の

自
然
再
生
事
業
に
お
い
て
、
倶
楽

部
の
み
な
さ
ん
が
市
民
参
加
活
動

の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
頂
け

る
よ
う
お
願
い
し
て
、
教
室
を
終

え
ま
し
た
。

（
白
藤
　
自
然
再
生
指
導
官
）

検索表を使って、冬芽から樹種を同定 自然の紋様って芸術的

雷別ドングリ倶楽部�雷別ドングリ倶楽部�
釧路湿原森林環境保全�
ふれあいセンター�

土壌凍結深度を調査中�

平成12年頃から発生し始めた標茶町雷別地区のトドマ
ツ壮齢人工林の立枯被害は、冬季の寡雪

か せ つ

により土壌凍結
が深く進み、樹木の水分通導機能が極度に低下し、樹冠
部に強い水ストレスがかかったことが発生原因と推定さ
れています。しかし、土壌凍結の実態については、詳し
く調べられていないのが実態です。
そのため、当センターでは、この実態を詳しく把握す
るため、立枯の顕著な個所、被害が発生していない人工
林と広葉樹林に凍結深度計を10個所埋設し、本年１月か

ら土壌が融解する５月頃までを目途に、凍結深度を測定しています。
この凍結深度計は外管と内管で構成され、内管にはメチレンブルー溶液が封入して
あり、外管・内管ともに土中に埋設し、測定時には内管を引き出して計測します。
このメチレンブルー溶液は凍結すると青色から無色に脱色する特性があり、その脱
色部分の長さを計測することにより土壌凍結の深度を計測します。
今後、月２回程の頻度で調査を継続する予定です。 （渡辺　自然再生指導官）

地中から引き出すと色の違いで
凍結深度が一目瞭然です



森
林
官
リ
レ
ー�

松
本
　
　
誠�
後
志
森
林
管
理
署�

黒
松
内
森
林
事
務
所
　
首
席
森
林
官�

黒
松
内
森
林
事
務
所
は
、
ブ
ナ

の
分
布
北
限
域（
黒
松
内
低
地
帯
）

の
真
ん
中
に
位
置
す
る
黒
松
内
町

に
あ
り
ま
す
。
当
町
に
は
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
北
海
道
遺

産
に
も
な
っ
て
い
る
歌
才
ブ
ナ
林

や
山
腹
を
見
事
な
ブ
ナ
林
が
覆
い

多
く
の
登
山
愛
好
家
が
訪
れ
る
黒

松
内
岳
、
さ
ら
に
鮎
釣
り
の
名
所

現
地
観
察
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
黒
松
内
町
丸
山
で

数
百
年
に
わ
た
っ
て
地
域
を
見
守

っ
て
き
た
ブ
ナ
巨
木
「
精
二
郎
ブ

ナ
」
と
イ
タ
ヤ
大
径
木
「
イ
タ
ヤ

の
亀
ち
ゃ
ん
」
の
直
径
・
樹
高
測

定
、
生
育
状
況
の
観
察
や
そ
の
周

辺
に
分
布
す
る
ブ
ナ
天
然
林
な
ど

の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

地
元
住
民
や
研
究
機
関
な
ど
と
合

同
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
に
埋
も
れ
た「
森
の
情
報
」

を
掘
り
起
こ
す
た
め
、
寿
都
町
、

大
学
、
研
究
調
査
機
関
と
連
携
し

た
森
林
探
索
や
古
老
か
ら
の
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
、
寿
都
町
国
有

林
で
（
故
）
舘
脇
操
北
大
教
授
が

発
見
し
た
北
海
道
最
北
部
に
分
布

す
る
「
大
和
の
沢
ブ
ナ
林
」
の
存

在
を
約
五
十
年
ぶ
り
に
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
全
道
一
太
い
「
寿

都
ミ
ズ
ナ
ラ
巨
木
」
や
「
樽
岸
夫

婦
オ
ン
コ
」
の
発
見
な
ど
明
る
い

話
題
を
地
元
へ
提
供
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

ブ
ナ
の
子
育
て
の
お
手
伝
い

生
態
系
の
健
全
性
と
生
物
多
様

性
に
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
黒
松

内
岳
周
辺
の
無
立
木
地
な
ど
で
地

表
処
理
を
行
い
、
ブ
ナ
の
生
育
環

境
を
整
え
、
そ
の
発
育
を
手
助
け

す
る
官
民
協
働
の
「
黒
松
内
岳
ブ

ナ
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
一

昨
年
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
北
海
道
森
林
管
理
局
は

「
北
限
の
ブ
ナ
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
厄
介
者
で
あ

る
笹
を
処
理
し
ブ
ナ
林
を
増
や
す

二
つ
の
活
動
が
当
地
域
で
始
ま
り

ま
し
た
。

み
ん
な
の
手
で
ブ
ナ
林
復
元
を

地
球
温
暖
化
を
危
惧
す
る
中

で
、
ブ
ナ
林
の
よ
う
な
森
林
資
源

を
守
り
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

へ
豊
か
な
森
林
資
源
を
引
き
継
ぐ

た
め
、
北
限
域
ブ
ナ
林
に
住
む

我
々
が
取
り
組
む
こ
の
活
動
は
大

変
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
、
企
業
、

周
辺
の
各
自
治
体
や
隣
接
す
る
道

有
林
、
そ
し
て
実
験
舞
台
と
な
る

国
有
林
関
係
者
、
な
ら
び
に
森
林

生
態
な
ど
の
研
究
解
明
に
取
り
組

む
大
学
、研
究
機
関
な
ど
が
連
携
、

協
力
を
し
て
ブ
ナ
林
に
つ
い
て
の

研
究
や
保
全
・
育
成
の
取
り
組
み

が
更
に
加
速
し
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
僅
か
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

で
あ
る
清
流
、
朱
太
川
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
風
力
発
電
に
よ
る
売
電

益
を
活
か
し
、
森
林
保
全
・
環
境

維
持
活
動
を
民
・
官
・
学
と
の
協

働
に
よ
る
「
風
と
森
と
海
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
し
て
い
る
寿
都
町
に

あ
る
国
有
林
も
管
轄
し
て
い
ま

す
。

ブ
ナ
の
森
が

取
り
持
つ
活
動

北
限
の
ブ
ナ
林

は
、
現
象
観
察
だ

け
で
は
説
明
で
き

な
い
謎
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
明

す
る
た
め
国
、道
、

町
の
天
然
林
、
二

次
林
、
造
林
地
な

ど
タ
イ
プ
の
異
な

る
ブ
ナ
林
に
つ
い

て
、
生
育
状
況
を

観
察
し
、
議
論
を

深
め
る
た
め
平
成

十
七
年
か
ら
毎
年

「
北
限
域
ブ
ナ
林

10

地域を見守る巨木「精二郎ブナ」

ブナの大木と松本首席森林官

ブナ林の復元作業地

子どもたちによるブナ林再生活動
こども版マイ・ブナ林づくり
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白
銀
の
森
の
中

豊
か
な
郷
土
体
感

【
檜
山
署
】
二
月
十
七

日
（
日
）、「
森
の
巨
人

た
ち
百
選
」
に
選
定
さ

れ
て
い
る
「
縁
桂
」
が

あ
る
乙
部
町
富
岡
国
有

林
で
『
縁
桂
か
ん
じ
き

散
策
と
雪
中
「
し
ら
ゆ

き
ぜ
ん
ざ
い
」
を
堪
能

す
る
会
』
が
乙
部
町
公

民
館
な
ど
の
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
冬
の
奥
山

を
歩
き
、
自
然
豊
か
な

郷
土
の
四
季
の
移
り
変

わ
り
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

当
日
は
、
二
十
六
名
の
み
な
さ

ん
が
、
こ
の
森
を
管
理
す
る
乙
部

森
林
事
務
所
首
席
森
林
官
の
案
内

で
、
か
ん
じ
き
を
履
き
、
銀
世
界

の
中
へ
。

膝
ま
で
あ
る
雪
を
踏
み
分
け
、

一
㎞
先
の
「
縁
桂
」
を
目
指
し
、

木
々
の
冬
芽
な
ど
を
観
察
し
な
が

ら
四
十
分
程
で
到
着
し
た
皆
さ
ん

は
、
雪
化
粧
し
た
冬
の
縁
桂
を
前

に
「
縁
桂
に
白
い
花
が
咲
い
て
い

る
よ
う
だ
」
と
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
し

か
現
れ
な
い
氷
結
し
た
「
水
な
し

の
滝
」
へ
も
足
を
伸
ば
し
、
高
さ

約
二
十
r
の
自
然
の
芸
術
に
目
を

奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
山
後
は
地
元
で
生
産
さ
れ
て

い
る
白
花
豆

し
ろ
は
な
ま
め

や
ナ
ガ
イ
モ
を
使
っ

た
「
し
ら
ゆ
き
ぜ
ん
ざ
い
」
が
振

る
舞
わ
れ
、
み
な
さ
ん
大
喜
び
で

し
た
。（

畠
中
　
乙
部
首
席
森
林
官
）

最
高
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
日
和

根
釧
台
地
の
自
然
堪
能

【
根
釧
東
部
署
】
二
月
二
日

（
土
）、
森
林
公
開
講
座
、
根
釧
台

地
の
自
然
を
体
験
し
よ
う
・
水
源

林
「
裏
摩
周
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
摩
周
湖
東
側
の
裏
摩

周
展
望
台
ま
で
自
然
観
察
を
楽
し

み
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

当
日
は
、
朝
か
ら
快
晴
、
最
高

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
日
和
の
中
、
二

十
八
名
の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と

往
復
五
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
道

中
は
、
樹
木
の
説
明
や
、
野
鳥
の

さ
え
ず
り
を
楽
し
み
な
が
ら
雪
原

を
進
み
裏
摩
周
展
望
台
到

着
。
カ
ム
イ
シ
ュ
島
や
摩

周
岳
・
西
別
岳
な
ど
の
絵

画
の
よ
う
な
景
色
を
望
む

こ
と
が
で
き
、
み
な
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
最
高
の
ツ
ア
ー
と

な
り
ま
し
た
。

根
釧
台
地
に
は
、
ま
だ

ま
だ
魅
力
あ
る
自
然
景
観

が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
活
か
し
、
よ
り
多
く

の
み
な
さ
ん
に
国
有
林
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え

る
よ
う
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
山
田
　
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

かんじきを履いたら出発です

雪
化
粧
し
た
縁
桂
の
前
で

絶
景
が
広
が
る
裏
摩
周
展
望
台
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広
報
「
北
の
森
林
も

り

国
有
林
」

発
行

北
海
道
森
林
管
理
局

編
集

保
全
調
整
課

〇
六
四
―
八
五
三
七

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森

三
条
七
丁
目
七
〇

Ｉ
Ｐ
電
話

〇
五
〇
―

三
一
六
〇
―

六
二
七
四

電
　
話

〇
一
一
―
六
二
二
―
五
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
六
二
二
―
五
二
三
五

【
石
狩
署
】
二
月
十
四
日
（
木
）、

札
幌
市
内
中
央
区
の
国
有
林
に
ク

マ
タ
カ
が
飛
来
し
、
そ
の
威
厳
あ

る
姿
を
札
幌
森
林
事
務
所
の
伊
藤

森
林
官
が
カ
メ
ラ
に
納
め
ま
し

た
。当

署
に
お
い
て
は
猛
禽
類
等
に

つ
い
て
の
職
場
内
研
修
を
実
施
し

た
ば
か
り
で
あ
り
、
と
て
も
タ
イ

ム
リ
ー
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

（
杉
村
　
流
域
管
理
調
整
官
）

EVENT
INFORMATION

▽
三
月
十
四
日
（
金
）

留
萌
北
部
署
庁
舎
落
成
式天

塩
町

▽
三
月
十
八
日
（
火
）

地
域
管
理
経
営
計
画
等
に
関
す

る
懇
談
会
　
　
　
局
　
大
会
議
室

▽
四
月
八
日
（
火
）

平
成
二
十
年
度
新
規
採
用
者
入

庁
式
　
　
　
　
　
局
　
大
会
議
室

▽
三
月
十
一
日
（
火
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
検
討
委
員
会局

　
研
修
室

【
東
大
雪
支
署
】
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー

ト
ス
キ
ー
場
は
、
十
勝
地
方
北
西

部
の
新
得
町
に
所
在
し
、
十
勝
平

野
と
東
大
雪
・
日
高
山
系
を
一
望

す
る
雄
大
な
景
色
と
、
山
全
体
を

包
む
極
上
な
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
の
滑
り
心
地
の

良
さ
が
魅
力
の
ス
キ
ー

場
で
す
。

山
麓
か
ら
山
頂
ま
で

を
約
七
分
で
結
ぶ
ゴ
ン

ド
ラ
（
二
一
四
〇
r
）

の
ほ
か
、
リ
フ
ト
七
基

が
運
行
さ
れ
て
い
て
、

佐
幌
岳
の
尾
根
沿
い
の

三
本
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス

を
中
心
に
、
標
高
差
六

一
〇
r
、
最
大
斜
度
三

九
度
の
中
に
全
十
七
の

多
彩
な
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

中
で
も
最
長
滑
走
距

離
の
ノ
ー
ス
・
ア
ベ
ニ

ュ
ー
コ
ー
ス
（
全
長
三

〇
〇
〇
r
）
は
十
勝
平

野
を
眺
め
な
が
ら
滑
る

こ
と
が
で
き
る
人
気
の

コ
ー
ス
で
す
。

こ
の
他
、
圧
雪
し
て
い
な
い
上

級
者
向
け
の
モ
ー
グ
ル
コ
ー
ス
や

初
心
者
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
林

間
コ
ー
ス
も
あ
り
、
ど
の
コ
ー
ス

サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場�
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場�

も
爽
快
な
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し

め
ま
す
。

ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
全
長
一

二
〇
〇
r
、
最
大
斜
度
二
八
度
の

コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
滑
る
楽
し

さ
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
に
は
、
佐
幌
岳
（
一

〇
五
九
r
）
の
登
山
コ
ー
ス
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

冬
の
十
勝
地
方
は
晴
天
率
が
非

常
に
高
い
の
で
、
素
晴
ら
し
い
パ

ノ
ラ
マ
を
眺
め
な
が
ら
、
心
地
よ

く
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
ス
キ
ー
場
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
営

業
は
四
月
六
日
ま
で

札幌から　184km 約3時間20分
旭川から　123km 約2時間15分
帯広から　 54km 約1時間

●ACCESS●
アクセス

自家用車

南千歳駅からJR石勝線で新得駅
下車。
（特急列車で約1時間30分）
新得駅前から無料送迎バス
又はタクシーで約15分

交通機関

サホロリゾートスキー場�

あっ�！�


